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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局に対してブロードキャスト情報を送信する無線基地局であって、
　前記ブロードキャスト情報をデータフレームに分割して格納する送信バッファと、
　前記送信バッファに格納されたデータフレームについて、ブロードキャスト転送方式で
転送するための符号化を行うブロードキャスト符号化手段と、
　前記データフレームの再送を要求する再送要求信号を受信する受信手段と、
　前記受信手段にて受信された再送要求信号を復号化する復号化手段と、
　前記復号化手段にて復号化された再送要求信号に基づいて、再送が要求されたデータフ
レームを前記送信バッファから再送データフレームとして出力させる制御を行う再送制御
手段と、
　前記再送データフレームについて、個別チャネルを使用したユニキャスト転送方式で転
送するための符号化を行う個別送信符号化手段と、
　前記受信手段にて受信された再送要求信号に基づいて前記移動局に対する前記ユニキャ
スト転送方式による前記再送データフレームの送信電力を計算するとともに、該再送デー
タフレームの送信電力と前記ブロードキャスト転送方式による前記データフレームの送信
電力との和が最小、且つ前記無線基地局のブロードキャストチャネルのダイナミックレン
ジに依存した基準値を下回らないように前記ブロードキャスト転送方式による前記データ
フレームの送信電力を計算する送信電力計算手段と、
　前記ブロードキャスト符号化手段にて符号化されたデータフレームまたは前記個別送信
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符号化手段にて符号化された再送データフレームを、前記送信電力計算手段にて計算され
た送信電力によって前記移動局に対して送信する送信手段とを有し、
　前記送信電力計算手段は、前記ブロードキャスト転送方式による前記データフレームの
送信電力を増加させている場合、前記ユニキャスト転送方式による前記再送データフレー
ムの送信電力の減少量が前記ブロードキャスト転送方式による前記データフレームの送信
電力の増加量よりも小さくなるまで、前記ブロードキャスト転送方式による前記データフ
レームの送信電力を増加させ、また、前記ブロードキャスト転送方式による前記データフ
レームの送信電力を減少させている場合、前記ユニキャスト転送方式による前記再送デー
タフレームの送信電力の増加量が前記ブロードキャスト転送方式による前記データフレー
ムの送信電力の減少量よりも大きくなるまで、前記ブロードキャスト転送方式による前記
データフレームの送信電力を減少させる無線基地局。
【請求項２】
　移動局と、該移動局に対してブロードキャスト情報を送信する無線基地局とを少なくと
も有してなる移動通信システムであって、
　前記無線基地局は、
　前記ブロードキャスト情報をデータフレームに分割して格納する送信バッファと、
　前記送信バッファに格納されたデータフレームについて、ブロードキャスト転送方式で
転送するための符号化を行うブロードキャスト符号化手段と、
　前記データフレームの再送を要求する再送要求信号を受信する受信手段と、
　前記受信手段にて受信された再送要求信号を復号化する復号化手段と、
　前記復号化手段にて復号化された再送要求信号に基づいて、再送が要求されたデータフ
レームを前記送信バッファから再送データフレームとして出力させる制御を行う再送制御
手段と、
　前記再送データフレームについて、個別チャネルを使用したユニキャスト転送方式で転
送するための符号化を行う個別送信符号化手段と、
　前記受信手段にて受信された再送要求信号に基づいて前記移動局に対する前記ユニキャ
スト転送方式による前記再送データフレームの送信電力を計算するとともに、該再送デー
タフレームの送信電力と前記ブロードキャスト転送方式による前記データフレームの送信
電力との和が最小、且つ前記無線基地局のブロードキャストチャネルのダイナミックレン
ジに依存した基準値を下回らないように前記ブロードキャスト転送方式による前記データ
フレームの送信電力を計算する送信電力計算手段と、
　前記ブロードキャスト符号化手段にて符号化されたデータフレームまたは前記個別送信
符号化手段にて符号化された再送データフレームを、前記送信電力計算手段にて計算され
た送信電力によって前記移動局に対して送信する送信手段とを有し、
　前記送信電力計算手段は、前記ブロードキャスト転送方式による前記データフレームの
送信電力を増加させている場合、前記ユニキャスト転送方式による前記再送データフレー
ムの送信電力の減少量が前記ブロードキャスト転送方式による前記データフレームの送信
電力の増加量よりも小さくなるまで、前記ブロードキャスト転送方式による前記データフ
レームの送信電力を増加させ、また、前記ブロードキャスト転送方式による前記データフ
レームの送信電力を減少させている場合、前記ユニキャスト転送方式による前記再送デー
タフレームの送信電力の増加量が前記ブロードキャスト転送方式による前記データフレー
ムの送信電力の減少量よりも大きくなるまで、前記ブロードキャスト転送方式による前記
データフレームの送信電力を減少させる移動通信システム。
【請求項３】
　無線リンクを介して移動局と接続された無線基地局にて、送信バッファに格納されたデ
ータフレームを、ブロードキャスト転送方式で転送するために符号化して前記移動局に転
送するブロードキャスト情報転送方法であって、
　前記移動局からデータフレームの再送を要求する再送要求信号を受信した場合、該再送
要求信号に基づいて、再送が要求されたデータフレームを前記送信バッファから再送デー
タフレームとして出力する処理と、
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　前記再送データフレームについて、個別チャネルを使用したユニキャスト転送方式で転
送するために符号化する処理と、
　前記受信手段にて受信された再送要求信号に基づいて前記移動局に対する前記ユニキャ
スト転送方式による前記再送データフレームの送信電力を計算する処理と、
　該再送データフレームの送信電力と前記ブロードキャスト転送方式による前記データフ
レームの送信電力との和が最小、且つ前記無線基地局のブロードキャストチャネルのダイ
ナミックレンジに依存した基準値を下回らないように前記ブロードキャスト転送方式によ
る前記データフレームの送信電力を計算する和計算処理と、
　前記符号化されたデータフレームまたは再送データフレームを、前記送信電力によって
前記移動局に対して送信する処理とを行い、
　前記和計算処理は、前記ブロードキャスト転送方式による前記データフレームの送信電
力を増加させている場合、前記ユニキャスト転送方式による前記再送データフレームの送
信電力の減少量が前記ブロードキャスト転送方式による前記データフレームの送信電力の
増加量よりも小さくなるまで、前記ブロードキャスト転送方式による前記データフレーム
の送信電力を増加させ、また、前記ブロードキャスト転送方式による前記データフレーム
の送信電力を減少させている場合、前記ユニキャスト転送方式による前記再送データフレ
ームの送信電力の増加量が前記ブロードキャスト転送方式による前記データフレームの送
信電力の減少量よりも大きくなるまで、前記ブロードキャスト転送方式による前記データ
フレームの送信電力を減少させるブロードキャスト情報転送方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ブロードキャストによるパケット通信を行う無線基地局、移動通信システム
及びブロードキャスト情報転送方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、移動通信システムにおいて、無線基地局から複数の移動局へブロードキャスト情
報を送信する際に、転送方式としてブロードキャスト転送方式のみが使用されている。
【０００３】
　図６は、無線基地局から移動局へブロードキャスト情報がブロードキャスト転送方式で
転送される構成を示す図である。
【０００４】
　図６に示すように、他のノードから送信されたブロードキャスト情報は、無線基地局６
０１内の送信バッファ６０３に一時格納され、その後、あるタイミングで送信バッファ６
０３からブロードキャスト符号化部６０４へ出力される。ブロードキャスト符号化部６０
４においては、送信バッファ６０３から出力されたブロードキャスト情報をブロードキャ
スト転送方式を使用して移動局６０２に送信するためにブロードキャスト情報が符号化さ
れ、送信部６０５へ出力される。送信部６０５に出力されたブロードキャスト情報は、ブ
ロードキャスト転送方式で送信に必要な電力を消費しながら、移動局６０２へ送信される
。
【０００５】
　移動局６０２に送信されたブロードキャスト情報は、移動局６０２内の受信部６０６に
て受信され、受信部６０６において、ブロードキャスト情報がブロードキャスト復号化部
６０７へ出力され、ブロードキャスト復号化部６０７において、復号化されて受信バッフ
ァ６０８へ出力される。受信バッファ６０８では、ブロードキャスト情報が一時格納され
、上位アプリケーション６０９によって、取得されて処理される。
【０００６】
　しかし、送信対象である複数の移動局の中に、例えばセルの境界付近のように無線基地
局から遠く離れた場所、つまり受信品質の悪い場所に位置する移動局が存在する場合、ブ
ロードキャスト転送方式でブロードキャスト情報を送信すると、総送信電力が大きくなり
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、送信効率が悪くなってしまう。
【０００７】
　そこで、送信対象である複数の移動局それぞれに対して個別チャネルを使用したユニキ
ャスト転送方式でブロードキャスト情報を送信する手段を設けておき、送信対象である複
数の移動局への総送信電力について、ブロードキャスト転送方式で送信した場合と、個別
チャネルを使用したユニキャスト転送方式で送信した場合とのどちらか一方の送信電力の
小さな転送方式を選択し、その転送方式を使用して送信し、総送信電力を小さくする方法
が考えられている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００８】
　また、無線基地局から移動局へブロードキャスト情報をブロードキャスト転送方式で転
送し、移動局において受信したデータに誤りがあった場合に、個別チャネルを使用して無
線基地局に対して誤りがあったデータの再送要求を行い、再送要求を受けた無線基地局か
ら個別チャネルを使用したユニキャスト転送方式で誤りのあったデータを移動局へ個別に
再送することにより、送信効率を上げる方法が考えられている（例えば、特許文献２参照
。）。
【特許文献１】特開２００４－１９３８８８号公報
【特許文献２】特開２００４－１２８５６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、特許文献１に記載された方法では、ブロードキャスト情報を送信する総
送信電力が最小になる方式がブロードキャスト転送方式であると判断された場合、ブロー
ドキャスト転送方式を使用して各移動局にデータを送信することになるが、無線基地局か
ら送信されたデータを受信した移動局のうち一部の移動局において受信したデータに誤り
があった場合、誤りがあったデータについての再送要求が行われないという問題点がある
。
【００１０】
　また、特許文献２に記載された方法では、送信のための総送信電力の効率化については
、考慮されていない。
【００１１】
　本発明は、上述したような従来の技術が有する問題点を鑑みてなされたものであって、
ブロードキャスト情報を効率良く転送することができる無線基地局、移動通信システム及
びブロードキャスト情報転送方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために本発明は、
　移動局に対してブロードキャスト情報を送信する無線基地局であって、
　前記ブロードキャスト情報をデータフレームに分割して格納する送信バッファと、
　前記送信バッファに格納されたデータフレームについて、ブロードキャスト転送方式で
転送するための符号化を行うブロードキャスト符号化手段と、
　前記データフレームの再送を要求する再送要求信号を受信する受信手段と、
　前記受信手段にて受信された再送要求信号を復号化する復号化手段と、
　前記復号化手段にて復号化された再送要求信号に基づいて、再送が要求されたデータフ
レームを前記送信バッファから再送データフレームとして出力させる制御を行う再送制御
手段と、
　前記再送データフレームについて、個別チャネルを使用したユニキャスト転送方式で転
送するための符号化を行う個別送信符号化手段と、
　前記受信手段にて受信された再送要求信号に基づいて前記移動局に対する前記ユニキャ
スト転送方式による前記再送データフレームの送信電力を計算するとともに、該再送デー
タフレームの送信電力と前記ブロードキャスト転送方式による前記データフレームの送信
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電力との和が最小、且つ前記無線基地局のブロードキャストチャネルのダイナミックレン
ジに依存した基準値を下回らないように前記ブロードキャスト転送方式による前記データ
フレームの送信電力を計算する送信電力計算手段と、
　前記ブロードキャスト符号化手段にて符号化されたデータフレームまたは前記個別送信
符号化手段にて符号化された再送データフレームを、前記送信電力計算手段にて計算され
た送信電力によって前記移動局に対して送信する送信手段とを有する。
【００１３】
　また、移動局と、該移動局に対してブロードキャスト情報を送信する無線基地局とを少
なくとも有してなる移動通信システムであって、
　前記無線基地局は、
　前記ブロードキャスト情報をデータフレームに分割して格納する送信バッファと、
　前記送信バッファに格納されたデータフレームについて、ブロードキャスト転送方式で
転送するための符号化を行うブロードキャスト符号化手段と、
　前記データフレームの再送を要求する再送要求信号を受信する受信手段と、
　前記受信手段にて受信された再送要求信号を復号化する復号化手段と、
　前記復号化手段にて復号化された再送要求信号に基づいて、再送が要求されたデータフ
レームを前記送信バッファから再送データフレームとして出力させる制御を行う再送制御
手段と、
　前記再送データフレームについて、個別チャネルを使用したユニキャスト転送方式で転
送するための符号化を行う個別送信符号化手段と、
　前記受信手段にて受信された再送要求信号に基づいて前記移動局に対する前記ユニキャ
スト転送方式による前記再送データフレームの送信電力を計算するとともに、該再送デー
タフレームの送信電力と前記ブロードキャスト転送方式による前記データフレームの送信
電力との和が最小、且つ前記無線基地局のブロードキャストチャネルのダイナミックレン
ジに依存した基準値を下回らないように前記ブロードキャスト転送方式による前記データ
フレームの送信電力を計算する送信電力計算手段と、
　前記ブロードキャスト符号化手段にて符号化されたデータフレームまたは前記個別送信
符号化手段にて符号化された再送データフレームを、前記送信電力計算手段にて計算され
た送信電力によって前記移動局に対して送信する送信手段とを有する。
【００１４】
　また、無線リンクを介して移動局と接続された無線基地局にて、送信バッファに格納さ
れたデータフレームを、ブロードキャスト転送方式で転送するために符号化して前記移動
局に転送するブロードキャスト情報転送方法であって、
　前記移動局からデータフレームの再送を要求する再送要求信号を受信した場合、該再送
要求信号に基づいて、再送が要求されたデータフレームを前記送信バッファから再送デー
タフレームとして出力する処理と、
　前記再送データフレームについて、個別チャネルを使用したユニキャスト転送方式で転
送するために符号化する処理と、
　前記受信手段にて受信された再送要求信号に基づいて前記移動局に対する前記ユニキャ
スト転送方式による前記再送データフレームの送信電力を計算する処理と、
　該再送データフレームの送信電力と前記ブロードキャスト転送方式による前記データフ
レームの送信電力との和が最小、且つ前記無線基地局のブロードキャストチャネルのダイ
ナミックレンジに依存した基準値を下回らないように前記ブロードキャスト転送方式によ
る前記データフレームの送信電力を計算する処理と、
　前記符号化されたデータフレームまたは再送データフレームを、前記送信電力によって
前記移動局に対して送信する処理とを有する。
【００１５】
　上記のように構成された本発明においては、無線基地局において移動局から再送要求さ
れた再送データフレームをユニキャスト転送方式で移動局へ送信するための送信電力を計
算し、計算された送信電力とブロードキャスト情報をブロードキャスト転送方式で移動局
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へ送信するための送信電力との和が最小となるようにブロードキャスト情報をブロードキ
ャスト転送方式で移動局へ送信するための送信電力の計算を行い、その計算された送信電
力でブロードキャスト情報をブロードキャスト転送方式で移動局へ送信する。
【００１６】
　これにより、ブロードキャスト情報を転送する際に、通信品質を保証した上、最小の送
信電力で転送することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　以上説明したように本発明においては、無線基地局において移動局から再送要求された
再送データフレームをユニキャスト転送方式で移動局へ送信するための送信電力を計算し
、計算された送信電力とブロードキャスト情報をブロードキャスト転送方式で移動局へ送
信するための送信電力との和が最小となるようにブロードキャスト情報をブロードキャス
ト転送方式で移動局へ送信するための送信電力の計算を行い、その計算された送信電力で
ブロードキャスト情報をブロードキャスト転送方式で移動局へ送信する構成としたため、
ブロードキャスト情報を効率良く転送することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１９】
　図１は、本発明の無線基地局及び移動局を用いた移動体通信システムの実施の一形態を
示す図である。
【００２０】
　本形態は図１に示すように、複数の移動局１０２－１～１０２－３と、無線リンクによ
って移動局１０２－１～１０２－３と接続され、移動局１０２－１～１０２－３との間に
てブロードキャスト情報を送信する無線基地局１０１とから構成されている。また、無線
基地局１０１は、無線回線制御局（不図示）を介して交換局（不図示）と接続されており
、交換局に接続された他のノードから送信されたブロードキャスト情報の受信が可能とな
っている。なお、本形態においては、１つの無線基地局１０１及び３つの移動局１０２－
１～１０２－３を図示しているが、無線基地局の数や無線基地局と接続される移動局の数
はこれらに限らない。
【００２１】
　図２は、図１に示した無線基地局１０１と移動局１０２－１との間においてブロードキ
ャスト情報の送受信を制御するための構成を示す図である。
【００２２】
　図２に示すように、本形態における無線基地局１０１には、他のノードから送信された
ブロードキャスト情報が移動局１０２－１へ送信されるために一時格納される送信バッフ
ァ２０１と、送信バッファ２０１に一時格納されているブロードキャスト情報を移動局１
０２－１にブロードキャスト転送方式で転送するために符号化を行うブロードキャスト符
号化部２０２と、送信バッファ２０１に一時格納されているブロードキャスト情報を移動
局１０２－１に個別チャネルを使用したユニキャスト転送方式で転送するために符号化を
行う個別送信符号化部２０４と、ブロードキャスト符号化部２０２または個別送信符号化
部２０４において符号化されたブロードキャスト情報を移動局１０２－１へ送信する送信
部２０３と、送信部２０３によってブロードキャスト情報を移動局１０２－１へ送信する
送信電力を計算する送信電力計算部２１５と、移動局１０２－１へ送信したブロードキャ
スト情報に誤りがあった場合に、移動局１０２－１から誤りがあったデータの再送を要求
する再送要求信号を受信する受信部２０７と、受信した再送要求信号を復号化する復号化
部２０６と、復号化された再送要求信号に基づいて送信バッファ２０１を制御する再送制
御部２０５とが設けられている。
【００２３】
　また、移動局１０２－１には、無線基地局１０１から送信されたブロードキャスト情報
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を受信する受信部２０８と、受信部２０８にて受信されたブロードキャスト情報のうち、
ブロードキャスト転送方式で転送されてきた情報について復号化を行うブロードキャスト
復号化部２０９と、受信部２０８にて受信されたブロードキャスト情報のうち、個別チャ
ネルを使用したユニキャスト転送方式で転送されてきた情報について復号化を行う個別送
信復号化部２１１と、ブロードキャスト復号化部２０９または個別送信復号化部２１１に
おいて復号化されたデータに誤りがある場合、無線基地局１０１に対して誤りがあるデー
タの再送を要求する再送要求信号を生成し、符号化する再送要求信号符号化部２１２と、
再送要求信号符号化部２１２にて符号化された再送要求信号を無線基地局１０１へ送信す
る送信部２１３と、ブロードキャスト復号化部２０９または個別送信復号化部２１１にて
復号化されたブロードキャスト情報を一時格納する受信バッファ２１０と、受信バッファ
２１０に一時格納されたブロードキャスト情報を処理する上位アプリケーション２１４と
が設けられている。
【００２４】
　以下に、上記のような構成を有する無線基地局１０１及び移動局１０２－１におけるブ
ロードキャスト情報転送方法について説明する。
【００２５】
　図３は、図１に示した移動体通信システムにおいて図２に示した構成を有する無線基地
局１０１及び移動局１０２－１におけるブロードキャスト情報転送方法について説明する
ためのフローチャートである。
【００２６】
　まず、他ノードから送信されてきたブロードキャスト情報が、無線基地局１０１内の送
信バッファ２０１に格納される（ステップＳ１）。このとき、ブロードキャスト情報は、
適当な大きさのフレームに分割され、データフレームの形で送信バッファ２０１に格納さ
れる。
【００２７】
　送信バッファ２０１に格納されたデータフレームは、ブロードキャスト符号化部２０２
へ出力され、ブロードキャスト符号化部２０２においてブロードキャスト転送方式用の符
号化が行われる（ステップＳ２）。
【００２８】
　ブロードキャスト符号化部２０２において符号化されたデータフレームは、送信部２０
３へ出力され、データフレームを移動局１０２－１へブロードキャスト転送方式で送信す
るための送信電力が送信電力計算部２１５において計算される。このとき、ブロードキャ
スト転送方式で送信するための送信電力と、個別チャネルを使用してユニキャスト転送方
式で再送データフレームを送信するための送信電力との総和である総送信電力が最小にな
るように、ブロードキャスト転送方式で送信するための送信電力が計算される（ステップ
Ｓ３）。
【００２９】
　個別チャネルを使用したユニキャスト転送方式で再送データフレームを送信するための
送信電力については、送信電力計算部２１５に予め設定されているものでも良いし、移動
局１０２－１から位置情報信号や再送要求信号が受信部２０７にて受信され、受信された
信号の電波強度情報が受信部２０７から送信電力計算部２１５へ出力され、送信電力計算
部２１５にて受信された電波強度情報に基づいて計算されるものでも良い。
【００３０】
　また、ブロードキャスト転送方式でデータフレームを送信するための送信電力は、無線
基地局１０１のブロードキャストチャネルのダイナミックレンジに依存した基準値を下回
らないように計算される。
【００３１】
　その後、ブロードキャスト符号化部２０２にて符号化されたデータフレームが、送信部
２０３にて計算された送信電力によってブロードキャスト転送方式で移動局１０２－１へ
送信される（ステップＳ４）。
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【００３２】
　無線基地局１０１から送信されたデータフレームが移動局１０２－１内の受信部２０８
にて受信されると（ステップＳ５）、受信されたデータフレームは、受信部２０８からブ
ロードキャスト復号化部２０９へ出力され、ブロードキャスト復号化部２０９において、
データフレームに対してブロードキャスト転送方式用の復号化処理が行われる（ステップ
Ｓ６）。
【００３３】
　ブロードキャスト復号化部２０９において、ブロードキャスト転送方式用の復号化が行
われる際に、各データフレームに誤りがあるかどうかがそれぞれのフレーム毎に判断され
（ステップＳ７）、誤りが無いデータフレームについては、受信バッファ２１０へ出力さ
れ、格納される（ステップＳ８）。
【００３４】
　ステップＳ７において、誤りがあるデータフレームであると判断された場合、その旨が
ブロードキャスト符号化部２０９から再送要求信号符号化部２１２へ出力され、無線基地
局１０１に対して誤りがあったデータフレームの再送を要求する再送要求信号が再送要求
信号符号化部２１２において生成され、符号化される（ステップＳ９）。
【００３５】
　符号化された再送要求信号は、再送要求信号符号化部２１２から送信部２１３へ出力さ
れ、送信部２１３から無線基地局１０１へ個別チャネルを使用して送信される（ステップ
Ｓ１０）。
【００３６】
　移動局１０２－１から送信された再送要求信号が無線基地局１０１内の受信部２０７に
て受信されると（ステップＳ１１）、受信された再送要求信号は、受信部２０７から復号
化部２０６へ出力され、復号化部２０６において、復号化される（ステップＳ１２）。
【００３７】
　復号化部２０６において復号化の処理が行われた再送要求信号は再送制御部２０５へ出
力され、再送制御部２０５において、その再送要求信号に基づいて再送すべき該当データ
フレームが判断され、送信バッファ２０１に対して該当フレームが指示され、送信バッフ
ァ２０１から該当データフレームが再送データフレームとして個別送信符号化部２０４へ
出力される（ステップＳ１３）。
【００３８】
　個別送信符号化部２０４において、再送データフレームは個別チャネルを使用したユニ
キャスト転送方式で送信されるように符号化され（ステップＳ１４）、送信部２０３へ出
力され、送信部２０３から移動局１０２－１へ送信される（ステップＳ１５）。
【００３９】
　無線基地局１０１から送信された再送データフレームが移動局１０２－１内の受信部２
０８にて受信されると（ステップＳ１６）、受信された再送データフレームは、受信部２
０８から個別送信復号化部２１１へ出力され、個別送信復号化部２１１において、再送デ
ータフレームに対して個別チャネルを使用したユニキャスト転送方式用の復号化処理が行
われる（ステップＳ１７）。
【００４０】
　個別送信復号化部２１１において、個別チャネルを使用したユニキャスト転送方式用の
復号化が行われる際に、再送データフレームに誤りがあるかどうかが判断され（ステップ
Ｓ７）、誤りがある場合は、さらにステップＳ９～ステップＳ１７の動作が繰り返し行わ
れる。
【００４１】
　なお、ステップＳ９～ステップＳ１７の動作が繰り返される回数については、予め最大
値を決めておき、最大値を超えた場合、無線基地局１０１へ警告信号が送信されるという
手段を設けておくことも考えられる。
【００４２】
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　また、移動局１０２－１にて誤りが無く受信されたデータフレームのフレーム番号（以
下、ＦＮと称する）が、予め設定された周期で移動局１０２－１から無線基地局１０１に
通知されることにより、そのＦＮのデータフレームを無線基地局１０１内の送信バッファ
２０１から削除する手段を設けておくことも考えられる。
【００４３】
　再送データフレームに誤りが無い場合、個別送信復号化部２１１において復号化された
再送データフレームは、受信バッファ２１０へ出力され、１回目のデータフレームの受信
時に誤りが無く格納されているデータフレーム内の適当な位置に挿入される形で格納され
る（ステップＳ８）。
【００４４】
　受信バッファ２１０に格納されたデータフレームは、ブロードキャスト情報として上位
アプリケーション２１４によって処理が行われる（ステップＳ１８）。
【００４５】
　図４は、図１に示した移動体通信システムにおいて図２に示した構成を有する無線基地
局１０１及び移動局１０２－１において送受信されるデータフレームの時間的動作の一例
を説明するためのタイムチャートである。
【００４６】
　他のノードにおいて生成されたブロードキャスト情報は、例えば適当な大きさのフレー
ムに分割され、各データフレームにはシーケンシャルにＦＮがそれぞれ付与され、無線基
地局１０１内の送信バッファ２０１に格納される。送信バッファ２０１に格納されたデー
タフレームは、Ｔ１のタイムスロットにはＦＮ＝Ｎのデータフレームが、また、Ｔ２のタ
イムスロットにはＦＮ＝Ｎ＋１のデータフレームがといった形でタイムスロットＴ０～Ｔ
１０に示すように、ブロードキャスト符号化部２０２へ出力される（ステップＳ１０１）
。
【００４７】
　ブロードキャスト符号化部２０２にて入力されたデータフレームは、ブロードキャスト
転送方式で転送されるように符号化され、タイムスロットが１つずれた形で送信部２０３
を介して移動局１０２－１へ送信される（ステップＳ１０２）。
【００４８】
　移動局１０２－１内の受信部２０８にて受信されたデータフレームは、受信部２０８か
らブロードキャスト復号化部２０９へ出力され、ブロードキャスト復号化部２０９におい
て復号化されて各タイムスロットに並ぶ（ステップＳ１０３）。
【００４９】
　ここで、例えばＦＮ＝Ｎであるデータフレームに誤りがあった場合、再送要求信号符号
化部２１２に対して、ＦＮ＝Ｎであるデータフレームについて誤りがある旨が出力される
。
【００５０】
　一方、ＦＮ＝Ｎ以外の誤りの無いデータフレームについては、ブロードキャスト復号化
部２０９から受信バッファ２１０へ出力され、受信バッファ２１０において格納される。
【００５１】
　ＦＮ＝Ｎであるデータフレームに誤りがある旨が通知された再送要求信号符号化部２１
２において、無線基地局１０１に対してＦＮ＝Ｎのデータフレームについての再送を要求
する再送要求信号が生成、符号化される。
【００５２】
　符号化された再送要求信号は、個別チャネルを用いてタイムスロットＴ４にて、送信部
２１３を介して無線基地局１０１へ送信される（ステップＳ１０４）。
【００５３】
　移動局１０２－１から送信された再送要求信号が無線基地局１０１内の受信部２０７に
て受信されると、受信された再送要求信号は受信部２０７から復号化部２０６へ出力され
、復号化部２０６において再送要求信号が復号化される。
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【００５４】
　復号化された再送要求信号は、復号化部２０６から再送制御部２０５へ出力され（ステ
ップＳ１０５）、再送制御部２０５において、送信バッファ２０１内の該当データフレー
ムの再送指示が行われ、該当データフレームが再送データフレームとして送信バッファ２
０１から個別送信符号化部２０４へ出力される。
【００５５】
　その後、個別送信符号化部２０４において、再送データフレームは、個別チャネルを使
用したユニキャスト転送方式で送信されるように符号化され、個別チャネルを使用したユ
ニキャスト転送方式で送信部２０３を介して移動局１０２－１へ送信される（ステップＳ
１０６）。
【００５６】
　無線基地局１０１から送信された再送データフレームが移動局１０２－１内の受信部２
０８にて受信されると、受信された再送データフレームは受信部２０８から個別送信復号
化部２１１へ出力され、個別送信復号化部２１１において再送データフレームに対して個
別チャネルを使用したユニキャスト転送方式用の復号化が行われる（ステップＳ１０７）
。
【００５７】
　復号化された再送データフレームは、受信バッファ２１０へ出力され、ＦＮの値に従っ
て１回目のデータフレームの受信時に誤りが無く格納されているデータフレーム内の適当
な位置に挿入される形で、受信バッファ２１０に格納される（ステップＳ１０８）。
【００５８】
　受信バッファ２１０に格納されたデータフレームは、タイムスロットＴ９以降のタイミ
ングで上位アプリケーション２１４によって取得され、ブロードキャスト情報が上位プロ
トコルにおいて処理される（ステップＳ１０９）。
【００５９】
　なお、再送処理に使用した個別チャネルは、例えばＷ－ＣＤＭＡシステムにおけるＤＣ
Ｈ（ＤＰＣＨ）のような個別物理チャネルでも良いし、ＲＡＣＨ（ＰＲＡＣＨ）／ＦＡＣ
Ｈ（Ｓ－ＣＣＰＣＨ）のような共通チャネル上の個別論理チャネルでも良い。
【００６０】
　以下に、上述した移動通信システムの無線基地局１０１における総送信電力の最小化処
理について説明する。
【００６１】
　図５は、図１に示した移動体通信システムにおいて図２に示した構成を有する無線基地
局１０１及び移動局１０２－１～１０２－３における総送信電力の最小化処理の一例を説
明するための図である。
【００６２】
　図５に示すように、ブロードキャスト情報をブロードキャスト転送方式で送信するとき
の送信電力をＰｃｏｍｍｏｎ、ブロードキャスト情報の再送データフレームを個別チャネ
ルを使用したユニキャスト転送方式で送信する送信電力について、それぞれ移動局１０２
－１への送信電力をＰ１、移動局１０２－２への送信電力をＰ２、移動局１０２－３への
送信電力をＰ３とし、単位時間当たりの平均送信電力をそれぞれ、ΣＰｃｏｍｍｏｎ、Σ
Ｐ１、ΣＰ２、ΣＰ３とする。
【００６３】
　また、各移動局１０２－１～１０２－３の再送データフレームについては、移動局１０
２－１についてはＦＮ＝Ｎ－２のデータフレームが、移動局１０２－２についてはＦＮ＝
Ｎのデータフレームが、移動局１０２－３についてはＦＮ＝Ｎ－２、Ｎ＋１及びＮ＋３の
データフレームが再送されるものとする。
【００６４】
　従って、ΣＰ１は、無線基地局１０１によって移動局１０２－１に対してＦＮ＝Ｎ－２
のデータフレームが個別チャネルを使用してユニキャスト転送方式で送信される電力、Σ
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Ｐ２は、無線基地局１０１によって移動局１０２－２に対してＦＮ＝Ｎのデータフレーム
が個別チャネルを使用してユニキャスト転送方式で送信される電力、ΣＰ３は、無線基地
局１０１によって移動局１０２－３に対してＦＮ＝Ｎ－２、ＦＮ＝Ｎ＋１及びＦＮ＝Ｎ＋
３のデータフレームが個別チャネルを使用してユニキャスト転送方式で送信される電力と
なる。
【００６５】
　ブロードキャスト情報の送信のための総送信電力を、ΣＰｃｏｍｍｏｎ＋ΣＰ１＋ΣＰ
２＋ΣＰ３と定義した場合、送信電力計算部２１５において、ブロードキャスト情報の送
信のための総送信電力（ΣＰｃｏｍｍｏｎ＋ΣＰ１＋ΣＰ２＋ΣＰ３）が計算され、その
値が小さくなるようにΣＰｃｏｍｍｏｎの制御が行われる。
【００６６】
　例えば、下記に示すように、ΣＰｃｏｍｍｏｎの増加量が（ΣＰ１＋ΣＰ２＋ΣＰ３）
の減少量よりも大きくなるまで、Ｐｃｏｍｍｏｎを増加させる等の制御を行う。
【００６７】
　Ｐｃｏｍｍｏｎ増加中は、Δ（ΣＰｃｏｍｍｏｎ）＜－Δ（ΣＰ１＋ΣＰ２＋ΣＰ３）
の場合、Ｐｃｏｍｍｏｎを継続して増加させ、また、Δ（ΣＰｃｏｍｍｏｎ）＞－Δ（Σ
Ｐ１＋ΣＰ２＋ΣＰ３）の場合、Ｐｃｏｍｍｏｎを減少させる。
【００６８】
　また、Ｐｃｏｍｍｏｎ減少中は、Δ（ΣＰ１＋ΣＰ２＋ΣＰ３）＜－Δ（ΣＰｃｏｍｍ
ｏｎ）の場合、Ｐｃｏｍｍｏｎを継続して低下させ、また、Δ（ΣＰ１＋ΣＰ２＋ΣＰ３
）＞－Δ（ΣＰｃｏｍｍｏｎ）の場合、Ｐｃｏｍｍｏｎを増加させる。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】本発明の無線基地局及び移動局を用いた移動体通信システムの実施の一形態を示
す図である。
【図２】図１に示した無線基地局と移動局との間においてブロードキャスト情報の送受信
を制御するための構成を示す図である。
【図３】図１に示した移動体通信システムにおいて図２に示した構成を有する無線基地局
及び移動局におけるブロードキャスト情報転送方法について説明するためのフローチャー
トである。
【図４】図１に示した移動体通信システムにおいて図２に示した構成を有する無線基地局
及び移動局において送受信されるデータフレームの時間的動作の一例を説明するためのタ
イムチャートである。
【図５】図１に示した移動体通信システムにおいて図２に示した構成を有する無線基地局
及び移動局における総送信電力の最小化処理の一例を説明するための図である。
【図６】無線基地局から基地局へブロードキャスト情報がブロードキャスト転送方式で転
送される構成を示す図である。
【符号の説明】
【００７０】
　１０１　　無線基地局
　１０２－１～１０２－３　　移動局
　２０１　　送信バッファ
　２０２　　ブロードキャスト符号化部
　２０３，２１３　　送信部
　２０４　　個別送信符号化部
　２０５　　再送制御部
　２０６　　復号化部
　２０７，２０８　　受信部
　２０９　　ブロードキャスト復号化部
　２１０　　受信バッファ
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　２１１　　個別送信復号化部
　２１２　　再送要求信号符号化部
　２１４　　上位アプリケーション
　２１５　　送信電力計算部

【図１】

【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】
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